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小川　輝夫氏　追悼

文法研究か ら表現研究へ

田 中　瑩一

　小川 輝夫 氏 は島根大学教育学 部第
一期 （1953 年）の ご卒業だ っ た 。 私 は 1952 年第四

期 生 と して 入学 した が 入学数 日後 に小川 氏の 名 前 を記 憶に 止め るで き ご とが あ っ た 。

新入生 の オ リエ ン テ
ー

シ ョ ン を担 当され た国文学の 教授が 「国語学 の こ とは小川に 聞

い て くれ 」 と言 っ て 指導を切 り上 げられ た の で あ る 。 そ の 年の 冬、 研究室の 卒業論文

発表会が ある とい う掲示 が張 り出された 。 小川氏の 論文は 「形容動詞否定論」と題 され

て い た 。 こ の 題名は 衝撃的だ っ た 。 受験勉強の尻尾を 引きず っ て い た私 に と っ て 教科

書 の 枠組み が否定さ れ る こ とな ど思い もよ らない こ とだ っ た 。
「これ が研究 とい うこ

とな の か」 とさわやか な興奮を覚 え た記憶がある 。 時枝誠記博上の 『円本文法口語編』

の 出版 （1950 年）もあ っ て 、 当時文法論議が 盛ん で あ っ た こ とは の ち に 私が 知 っ た こ

とで あ る 。 後年小 川 氏 は真下三 郎先生 を追悼す る文章の 中で 真下先生か ら 「時枝君 へ

の
、 君 の 疑念、 存命中に言 っ て お い たん だがね」 と声をか け られ た こ とがあ っ た と述

べ て お られ る （『表現研究』第 86 号）。

　 小川氏の 主 要な研究は 平安仮名文の 文法を め ぐっ て すすめ られ た 。 中で も 「紫式部

口記」の 記述 に 見 られ る 「侍 り」の 用法に つ い て の 表現論的検討 （r広島文教女子 大学紀

要』及び r北九州大学文学部紀要』1984〜91 年連載）は精細を きわめ 、 作品の 読み を深め

る貴重な視座を提供す る もの で あ っ た 。 また 『表現学大系』第 6 巻 （1988 年刊）に寄せ

られ た 「今昔物語集 の表現」もそ れ ま で の 「今昔物語集」の 文章研 究史を 総括 した うえ で

類話 との 表現 比較や 和文脈 との 関係に 光を 当て 、 当時未開拓の 分野 に 切 り込 まれ た 先

駆的な もの で あ っ た 。

　 小川氏は 晩年 、 俳句雑誌 「天穹」に 文法講座を連載 して お られ た 。 ご自身の 研究成果

を
一
般に かえす こ とを意図され た 、 研究者 と して の 良心 に立 つ お仕事で あ っ た が 、 思

い 半 ばに逝 かれ た の で はな か っ たか 。 心 か らご冥福 をお祈 り申 し上 げ る 。
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昭和 5（1930）年 4 月 16口

島根大学教育学部 （昭和 28（1953）年 3 月卒）

島根県立高校教諭、広 島文教女子大学を 経て 、北九州大学教授 に て 定年 。

【研究業績 目録】（抄）

【著書 】

（共著）表現学 大系　各 論篇　第 6 巻　軍記 と説話 の 表現　 教育出版 セ ン タ
ー

　　1988

【論文】

接続副詞 の 機能　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『島大国文』4 号　 1975

否定表現の 原理　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『文教国文学』1斗号　 1984

否定誘導表現　陳述副詞の 機能再考一一
　　　　　　　　　 r文教 国文学』15号　 1984

「紫式部日記」の 記述 一 そ の 日記的部分 の 「侍 り文」の 表現形式につ い て一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 『広島文教女子 大学紀要」19号　 1984

紫式 部 日記 の 「消 息文 的部 分」の 方 法
一

その 構 成 と「侍 り」
一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 『広 島文教 女子 大学紀要」20 号 　 1985

「侍 り」の 語性 一一紫式部 目記消息文的部分
一

　　　　　　　　　　　　 「広島文教女子大学紀要 （人文 ・社会科学編）』21 号　1986

紫式部 日記「三 才女批判」の文章
一 「侍 り」の 現れ方をめ ぐ っ て

　　　　　　　　　　　　　『広島文教女子大学紀要（人文 ・社会科学編）』22 号　 1987

紫式部 日記消息文的部分の 「侍 り」
一 そ の 自己省察の 段一

　　　　　　　　　　　　 『広島文教女子大学紀要 （入 文 ・ 社会科学編）』23 号　 1988

紫式部 日記 消息 文 的部分 の 「侍 り」　 その 「自照 」の 章段 に つ い て
一

　　　　　　　　　　　　 『広 1島文 教女 子大 学紀要 （人文 ・社会科学編）』25 号 　 1990

紫式部 日記の 会話文
一

そ の 「侍 り」につ い て
一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 『北 九州 大学文学部紀要」45 号　 1991

和泉式部 日記の 歌の 解釈試論 （1）
一 『や

…
らむ』構 造 につ い て

一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『北九 州大学文学部紀要』48 号　 1993

和泉式部 口記の 歌 の 解釈試論 （2） 一「しづ 心 な く花 の 散 る らむ 」の 解 釈 と と もに一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「北 九州大 学文 学部紀 要』49 号　 1994

23一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


